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● セミナーの受講申込みについて ●

①
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株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター　https://www.rdsc.co.jp/

『化粧品GMP』【工場見学】 セミナー申込書　　　　　FAX：03-5857-4812

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　左の申込みフォームに必要事項をご明記の

上、FAXでお送りください。お申込み後は、弊

社より確認のご連絡をいたしまして受講券、

請求書、会場の地図をお送りいたします。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
　　　　TEL　03‐5857‐4811
　　　　FAX　03‐5857‐4812

NO.260650

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

●日　時：2026年 6月19日（金） 10:00-16:30
●場　所：Rental Meeting Space ”BRAINS”Room 201：柏駅徒歩6分

　　　　　　　（千葉県柏市柏４丁目７－３　メゾン・ドゥ・シェーネ）　

                ※セミナー終了後、バスでファンケル美建様に移動いたします

●受講料：1名につき55,000円（税込、昼食、資料付）

【10：00～12：00】   化粧品GMP対応と品質保証のポイント・Q＆A
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：（株）ウテナ　開発統括部　技術顧問　深澤 宏 氏

　～(株)ファンケル美健 千葉工場見学付き（無料）～

■スケジュール

10:00－12:00  セミナー
12:00－12:45  昼食　　　※昼食後バスで、工場見学に向け出発
14:00－15:30  (株)ファンケル美健 千葉工場見学
15:45－16:20  終了・柏駅に向け出発
※スケジュールはあくまで予定でございますので、進行状況により前後することもございます

【14：00～15：30】 (株)ファンケル美健 千葉工場　見学   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～医薬品製造レベルのクリーンな環境で、「安心・安全」な化粧品が作られる現場をご覧いただきます～

ファンケル化粧品の製造部門として1982年設立。現在では、滋賀工場、横浜工場、群馬工場を加え４工場体制。
千葉工場では無添加技術を駆使した化粧品の主力工場として、最先端の生産設備を導入し、お客様に安全と安心を提供し、
ハイレベルな衛生基準を誇るクリーンな生産システムのもと高品質・高品位の商品を安定して供給できる体制を整えています

化粧品GMP対応と品質保証のポイント

〇 防腐剤を一切使用していない無添加化粧品だからこそ、医薬品製造レベルのクリーンな環境で化粧品を充填しています。
〇 そんなハイレベルな衛生基準を誇るクリーンな生産システムを見学いただけます！
〇 クリーンレベル100の充填模様は必見！どれほどクリーンか、模型と見比べながら実感できます！

　２．品質リスクマネジメント（ICH-Q9）－QRMを用いた未然防止対策モデル－
　３．品質マネジメントシステム（ICH-Q10）－PQSを用いた継続改善モデル－
　　３．１　ICH-Q10の概要                   ３．２　ライフサイクルとQRMの関係

　　３．３　PQSのプロセスマップ      　　  ３．４　PQSにおける上級経営者の役割

　　３．５　品質システムの実践

　４．PQSを用いた継続改善モデル
　　４．１　トレンド解析                      ４．２　データのばらつき解析

　　４．３　層別の重要性                   ４．４　QC7つ道具を用いたデータの層別事例

　５．継続改善のすすめ
　　５．１　継続改善の手順          ５．２　テーマの選定          ５．３　現状把握

　　５．４　目標設定        　　       ５．５　実施計画の策定      ５．６　要因解析

　　５．７　対策の検討と実施　　   ５．８　効果の確認       ５．９　標準化と管理の定着

　６．品質保証を確実なものとするために
　　６．１　経営層の考え方                                  ６．２　GMPの取り組み

　　６．３　性善説に基づく企業風土（文化）創り   ６．４　性弱説の概念と仕組みの構築

　　６．５　エラーはどうして起こるのか                ６．６　Quality Cultureの醸成

第１章：化粧品GMP概論
　０．薬機法と化粧品GMPの関係           １．GMPの基礎
　２．化粧品GMPの変遷
　３．ISO-22716（化粧品GMP）の概要
　　３．１　ISO-22716の概要                   ３．２　ISO-22716の項番構成

　　３．３　ISO-22716要求事項

　４．ISO-22716の認証制度            ５．GMPの運営方法
　６．知っておくべきこと                  ７．化粧品GMPと医薬品GMP
　８．包装・表示・保管、輸入化粧品のバッチ、
                                    保管サンプル、製品標準書について
第２章：化粧品の品質保証（設計品質，製造品質，市場品質）について
　０．プロセスバリデーションとICH Qトリオの考え方
　　０．１　ICHが目指している新しいパラダイム             ０．２　ICH　Qトリオの概要

　　０．３　FDAのプロセスバリデーションとICH　Qトリオの関係

　１．製剤開発に関するガイドライン（ICH Q8）
       －QbDを用いた頑健設計モデル－

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員（案内）登録していただいた場合、
　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込み）
　・2名同時でお申し込みされた場合、2名で94,600円（税込み）


